
令和８年１月２６日 

 

議会運営委員会の概要 

 

１ 常任委員会委員の変更について 

・議事調査課長から、資料「委員会正副委員長及び所属委員一覧（案）」により、建設

常任委員会の奥山誠治議員を総務常任委員会へ所属変更することについて説明があり、

了承された。 

 

２ ２月定例会の招集見通しについて 

・総務部長から、２月定例会を２月１８日（水）に招集したい旨の説明があり、了承された。 

 

３ ２月定例会の会期と日程（見込み）について 

・議事調査課長から、資料「令和８年山形県議会２月定例会日程（見込み）」により、

２月定例会の会期は、２月１８日（水）から３月１８日（水）までの２９日間となる

見込みである旨の説明があり、了承された。 

 

４ その他 

（１）予算内示会の開催について 

・総務部長から、２月定例会招集日に先立って開催予定の議会運営委員会終了後、予算

内示会を開催したい旨の説明があり、了承された。 

 

【発言概要、質疑等】 

（森谷委員）所要時間は何分程度か。 

⇒（渋間委員長）30分程度と聞いている。 

 

（２）その他 

 

【発言概要、質疑等】 

（五十嵐委員）上山市選挙区の補欠選挙が３月１日に行われる。辞任に伴う選挙のため、当選

された方は、３月２日に当選証書を受領してすぐ議員の資格を取得すると思うので、

３月４日の予算特別委員会からは議事に参加できると考えるがどうか。 

⇒（議事調査課長）これまでの補欠選挙では、投開票日翌々日の火曜日に当選証書の

交付や当選人の告示が行われることが多いようだが、今回は、まだ県選挙管理委員会

から日程が示されていない。その日程が固まれば、新議員の初登庁の日程等も自ずと

決まってくるものと考えている。 
 

（齋藤委員）県内各地で大雪となっており、災害対策本部は設置されていない現状ではあるが、

被害状況やライフライン等への影響はどうか。 

⇒（総務部長）一昨日及び昨日、最上地域・置賜地域を中心に大雪に見舞われ、県で

把握している限り、大石田町や米沢市で雪下ろし中のケガ人が複数名発生している。

県としては現在、豪雪災害対策本部を設置していないが、県雪下ろし・落雪事故防止

注意喚起情報を発出し、メディアやインターネットを通じ注意喚起を行っている。 



（齋藤委員）除雪の強化を求める声も各地から聞こえてくるが、除雪費の執行状況はどうか。 

⇒（総務部長）今年度の県の除雪費は 74 億円を措置しており、まだ予算が不足すると

いった状況にはないが、１月中旬時点での執行額は過去５か年平均比で 106％となって

いる。今後も、予算残額を注視しながら、適切に除雪が行われるよう対応していく。 

（齋藤委員）今後は排雪の要望も寄せられると思う。県民生活に影響が及ばないよう、早急な

除雪費の執行に努めるとともに、29 日以降も大雪の予報が出ているので、注意喚起も

含め、全庁的な対応をお願いしたい。 

（吉村委員）線状降水帯など、最近は局所的な大雨が増えており、雪に関しても同様と感じて

いる。県豪雪災害対策本部は、２以上の総合支庁で豪雪対策本部が設置された場合に、

総合支庁の本部も管内の複数市町村で本部が設置された場合に設置される仕組みだが、

昨今の局所的な大雪を踏まえれば、機動性がないと言わざるを得ないし、今後はそう

いう事例も増えてくるものと思う。この場で協議するものではないが、豪雪災害対策

本部の設置の在り方や孤立集落が発生した場合の対応について、防災くらし安心部を

中心に議論してほしいが、総務部長の所感はどうか。 

⇒（総務部長）先週末の置賜地域の降雪状況からも、局所的、また急激に降って止む

といった雪の降り方の変化も見受けられることから、豪雪対策の在り方については、

不断の見直しが必要と感じている。防災くらし安心部中心に、頂戴した意見について

全庁的に検討していきたい。 

  

５ 次回議運開催日時 

  ２月１２日（木）午前１０時 

 



 

 






